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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 8月 9日 (2007.8.9)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 導 体 又 は 半 導 体 か ら 成 る 微 粒 子 と 、 該 微 粒 子 と 結 合 し た 有 機 半 導 体 分 子 と に よ っ て 構 成
さ れ た 導 電 路 が 基 体 上 に 形 成 さ れ た 半 導 体 装 置 で あ っ て 、
　 該 微 粒 子 は 、 基 体 の 表 面 と 略 平 行 な 面 内 に お い て ２ 次 元 的 に 規 則 的 に 、 且 つ 、 充 填 状 態
に て 配 列 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 微 粒 子 の 平 均 粒 径 を ｒ A V E 、 微 粒 子 の 粒 径 の 標 準 偏 差 を σ と し た と き 、 σ ／ ｒ A V E ≦ ０ ．
５ を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 有 機 半 導 体 分 子 が 末 端 に 有 す る 官 能 基 が 、 微 粒 子 と 化 学 的 に 結 合 し て い る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 有 機 半 導 体 分 子 が 両 端 に 有 す る 官 能 基 に よ っ て 有 機 半 導 体 分 子 と 微 粒 子 と が 化 学 的 に 結



合 す る こ と で 、 ネ ッ ト ワ ー ク 状 の 導 電 路 が 構 築 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記
載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 微 粒 子 と 有 機 半 導 体 分 子 と の 結 合 体 の 単 一 層 に よ っ て 導 電 路 が 構 成 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 有 機 半 導 体 分 子 が 両 端 に 有 す る 官 能 基 に よ っ て 有 機 半 導 体 分 子 と 微 粒 子 と が ３ 次 元 的 に
化 学 的 に 結 合 す る こ と で 、 ネ ッ ト ワ ー ク 状 の 導 電 路 が 構 築 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ３ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 微 粒 子 と 有 機 半 導 体 分 子 と の 結 合 体 の 積 層 構 造 に よ っ て 導 電 路 が 構 成 さ れ て い る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 微 粒 子 は 、 導 体 と し て の 金 、 銀 、 白 金 、 銅 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 パ ラ ジ ウ ム 、 ク ロ ム 、 ニ ッ
ケ ル 、 又 は 、 鉄 か ら 成 り 、 あ る い は 、 こ れ ら の 金 属 か ら 構 成 さ れ た 合 金 か ら 成 る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 微 粒 子 は 、 半 導 体 と し て の 硫 化 カ ド ミ ウ ム 、 セ レ ン 化 カ ド ミ ウ ム 、 テ ル ル 化 カ ド ミ ウ ム
、 ガ リ ウ ム 砒 素 、 酸 化 チ タ ン 、 又 は 、 シ リ コ ン か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 有 機 半 導 体 分 子 は 、 共 役 結 合 を 有 す る 有 機 半 導 体 分 子 で あ っ て 、 分 子 の 両 端 に 、 チ オ ー
ル 基 （ － Ｓ Ｈ ） 、 ア ミ ノ 基 （ － Ｎ Ｈ 2 ） 、 イ ソ シ ア ノ 基 （ － Ｎ Ｃ ） 、 シ ア ノ 基 （ － Ｃ Ｎ ）
、 （ － Ｓ Ｃ Ｏ Ｃ Ｈ 3 ） 、 又 は 、 （ － Ｃ Ｏ Ｏ Ｈ ） を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 基 体 は 、 酸 化 ケ イ 素 系 材 料 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 又 は 、 有 機 ポ リ マ ー か ら 成 る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 基 体 は 、 雲 母 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 導 電 路 に 加 え ら れ る 電 界 に よ っ て 導 電 路 の 導 電 性 が 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 ゲ ー ト 電 極 、 ゲ ー ト 絶 縁 層 、 チ ャ ネ ル 形 成 領 域 、 及 び 、 ソ ー ス ／ ド レ イ ン 電 極 を 有 す る
電 界 効 果 型 ト ラ ン ジ ス タ か ら 成 り 、
　 導 電 路 に よ っ て チ ャ ネ ル 形 成 領 域 が 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載
の 半 導 体 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 導 体 又 は 半 導 体 か ら 成 る 微 粒 子 と 、 該 微 粒 子 と 結 合 し た 有 機 半 導 体 分 子 と に よ っ て 構 成
さ れ る 導 電 路 を 基 体 上 に 形 成 す る 工 程 を 含 む 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 微 粒 子 と 有 機 半 導 体 分 子 と を 結 合 さ せ る 前 に 、 微 粒 子 を 、 基 体 の 表 面 と 略 平 行 な 面 内 に
お い て ２ 次 元 的 に 規 則 的 に 、 且 つ 、 充 填 状 態 に て 配 列 す る 、 微 粒 子 配 列 ・ 充 填 工 程 を 備 え
て い る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 微 粒 子 配 列 ・ 充 填 工 程 は 、 微 粒 子 を 含 む 溶 液 か ら 成 る 薄 膜 を 基 体 上 に 形 成 し た 後 、 薄 膜
に 含 ま れ る 溶 媒 を 蒸 発 さ せ る 工 程 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 半 導 体 装
置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 微 粒 子 配 列 ・ 充 填 工 程 は 、 微 粒 子 を 含 む 溶 液 に 基 づ き 薄 膜 を 成 膜 し た 後 、 該 薄 膜 を 基 体
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上 に 転 写 す る 工 程 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 微 粒 子 配 列 ・ 充 填 工 程 の 実 行 後 、 有 機 半 導 体 分 子 を 接 触 さ せ る 工 程 を 少 な く と も １ 回 行
う こ と に よ っ て 、 微 粒 子 と 有 機 半 導 体 分 子 と を 結 合 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に
記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 微 粒 子 の 平 均 粒 径 を ｒ A V E 、 微 粒 子 の 粒 径 の 標 準 偏 差 を σ と し た と き 、 σ ／ ｒ A V E ≦ ０ ．
５ を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 有 機 半 導 体 分 子 を 、 そ の 末 端 の 官 能 基 に よ っ て 、 微 粒 子 と 化 学 的 に 結 合 さ せ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 微 粒 子 は 、 導 体 と し て の 金 、 銀 、 白 金 、 銅 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 パ ラ ジ ウ ム 、 ク ロ ム 、 ニ ッ
ケ ル 、 又 は 、 鉄 か ら 成 り 、 あ る い は 、 こ れ ら の 金 属 か ら 構 成 さ れ た 合 金 か ら 成 る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 微 粒 子 は 、 半 導 体 と し て の 硫 化 カ ド ミ ウ ム 、 セ レ ン 化 カ ド ミ ウ ム 、 テ ル ル 化 カ ド ミ ウ ム
、 ガ リ ウ ム 砒 素 、 酸 化 チ タ ン 、 又 は 、 シ リ コ ン か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記
載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 有 機 半 導 体 分 子 は 、 共 役 結 合 を 有 す る 有 機 半 導 体 分 子 で あ っ て 、 分 子 の 両 端 に 、 チ オ ー
ル 基 （ － Ｓ Ｈ ） 、 ア ミ ノ 基 （ － Ｎ Ｈ 2 ） 、 イ ソ シ ア ノ 基 （ － Ｎ Ｃ ） 、 シ ア ノ 基 （ － Ｃ Ｎ ）
、 （ － Ｓ Ｃ Ｏ Ｃ Ｈ 3 ） 、 又 は 、 （ － Ｃ Ｏ Ｏ Ｈ ） を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 基 体 は 、 酸 化 ケ イ 素 系 材 料 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 又 は 、 有 機 ポ リ マ ー か ら 成 る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 基 体 は 、 雲 母 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 導 電 路 の 導 電 性 を 制 御 す る た め の 電 界 を 生 成 さ せ る 制 御 部 を 形 成 す る 工 程 を 更 に 含 む こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 基 体 上 に ソ ー ス ／ ド レ イ ン 電 極 を 形 成 し た 後 、
　 ソ ー ス ／ ド レ イ ン 電 極 の 間 の 基 体 上 に チ ャ ネ ル 形 成 領 域 を 形 成 し 、
　 次 い で 、 ソ ー ス ／ ド レ イ ン 電 極 及 び チ ャ ネ ル 形 成 領 域 上 に ゲ ー ト 絶 縁 層 を 形 成 し た 後 、
　 ゲ ー ト 絶 縁 層 上 に ゲ ー ト 電 極 を 形 成 す る 工 程 か ら 成 り 、
　 チ ャ ネ ル 形 成 領 域 は 、 導 電 路 に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、
　 該 導 電 路 は 、 導 体 又 は 半 導 体 か ら 成 る 微 粒 子 と 、 該 微 粒 子 と 結 合 し た 有 機 半 導 体 分 子 と
に よ っ て 構 成 さ れ 、 ゲ ー ト 電 極 に 印 加 さ れ る 電 圧 に よ っ て 導 電 性 が 制 御 さ れ 、
　 微 粒 子 と 有 機 半 導 体 分 子 と を 結 合 さ せ る 前 に 、 微 粒 子 を 、 基 体 の 表 面 と 略 平 行 な 面 内 に
お い て ２ 次 元 的 に 規 則 的 に 、 且 つ 、 充 填 状 態 に て 配 列 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 基 体 上 に チ ャ ネ ル 形 成 領 域 を 構 成 す る チ ャ ネ ル 形 成 領 域 構 成 層 を 形 成 し た 後 、
　 チ ャ ネ ル 形 成 領 域 構 成 層 上 に 、 チ ャ ネ ル 形 成 領 域 を 挟 む よ う に ソ ー ス ／ ド レ イ ン 電 極 を
形 成 し 、
　 次 い で 、 ソ ー ス ／ ド レ イ ン 電 極 及 び チ ャ ネ ル 形 成 領 域 上 に ゲ ー ト 絶 縁 層 を 形 成 し た 後 、
　 ゲ ー ト 絶 縁 層 上 に ゲ ー ト 電 極 を 形 成 す る 工 程 か ら 成 り 、
　 チ ャ ネ ル 形 成 領 域 は 、 導 電 路 に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、
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　 該 導 電 路 は 、 導 体 又 は 半 導 体 か ら 成 る 微 粒 子 と 、 該 微 粒 子 と 結 合 し た 有 機 半 導 体 分 子 と
に よ っ て 構 成 さ れ 、 ゲ ー ト 電 極 に 印 加 さ れ る 電 圧 に よ っ て 導 電 性 が 制 御 さ れ 、
　 微 粒 子 と 有 機 半 導 体 分 子 と を 結 合 さ せ る 前 に 、 微 粒 子 を 、 基 体 の 表 面 と 略 平 行 な 面 内 に
お い て ２ 次 元 的 に 規 則 的 に 、 且 つ 、 充 填 状 態 に て 配 列 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 ゲ ー ト 絶 縁 層 を 構 成 す る 基 体 の 一 方 の 面 上 に ソ ー ス ／ ド レ イ ン 電 極 を 形 成 し た 後 、
　 ソ ー ス ／ ド レ イ ン 電 極 の 間 の 基 体 の 一 方 の 面 上 に チ ャ ネ ル 形 成 領 域 を 形 成 し 、
　 次 い で 、 ソ ー ス ／ ド レ イ ン 電 極 及 び チ ャ ネ ル 形 成 領 域 上 に 電 気 絶 縁 性 の 支 持 体 を 形 成 し
た 後 、
　 ゲ ー ト 絶 縁 層 を 構 成 す る 基 体 の 他 方 の 面 上 に ゲ ー ト 電 極 を 形 成 す る 工 程 か ら 成 り 、
　 チ ャ ネ ル 形 成 領 域 は 、 導 電 路 に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、
　 該 導 電 路 は 、 導 体 又 は 半 導 体 か ら 成 る 微 粒 子 と 、 該 微 粒 子 と 結 合 し た 有 機 半 導 体 分 子 と
に よ っ て 構 成 さ れ 、 ゲ ー ト 電 極 に 印 加 さ れ る 電 圧 に よ っ て 導 電 性 が 制 御 さ れ 、
　 微 粒 子 と 有 機 半 導 体 分 子 と を 結 合 さ せ る 前 に 、 微 粒 子 を 、 基 体 の 表 面 と 略 平 行 な 面 内 に
お い て ２ 次 元 的 に 規 則 的 に 、 且 つ 、 充 填 状 態 に て 配 列 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 ゲ ー ト 絶 縁 層 を 構 成 す る 基 体 の 一 方 の 面 上 に チ ャ ネ ル 形 成 領 域 を 構 成 す る チ ャ ネ ル 形 成
領 域 構 成 層 を 形 成 し た 後 、
　 チ ャ ネ ル 形 成 領 域 構 成 層 上 に 、 チ ャ ネ ル 形 成 領 域 を 挟 む よ う に ソ ー ス ／ ド レ イ ン 電 極 を
形 成 し 、
　 次 い で 、 ソ ー ス ／ ド レ イ ン 電 極 及 び チ ャ ネ ル 形 成 領 域 上 に 電 気 絶 縁 性 の 支 持 体 を 形 成 し
た 後 、
　 ゲ ー ト 絶 縁 層 を 構 成 す る 基 体 の 他 方 の 面 上 に ゲ ー ト 電 極 を 形 成 す る 工 程 か ら 成 り 、
　 チ ャ ネ ル 形 成 領 域 は 、 導 電 路 に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、
　 該 導 電 路 は 、 導 体 又 は 半 導 体 か ら 成 る 微 粒 子 と 、 該 微 粒 子 と 結 合 し た 有 機 半 導 体 分 子 と
に よ っ て 構 成 さ れ 、 ゲ ー ト 電 極 に 印 加 さ れ る 電 圧 に よ っ て 導 電 性 が 制 御 さ れ 、
　 微 粒 子 と 有 機 半 導 体 分 子 と を 結 合 さ せ る 前 に 、 微 粒 子 を 、 基 体 の 表 面 と 略 平 行 な 面 内 に
お い て ２ 次 元 的 に 規 則 的 に 、 且 つ 、 充 填 状 態 に て 配 列 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の
製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 に あ っ て は 、 微 粒 子 は 、 導 体 と し て の 金 （ Ａ ｕ ） 、 銀 （ Ａ ｇ ） 、 白 金 （ Ｐ ｔ ） 、
銅 （ Ｃ ｕ ） 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） 、 パ ラ ジ ウ ム （ Ｐ ｄ ） 、 ク ロ ム （ Ｃ ｒ ） 、 ニ ッ ケ ル （
Ｎ ｉ ） 、 鉄 （ Ｆ ｅ ） と い っ た 金 属 か ら 成 り 、 あ る い は 、 こ れ ら の 金 属 か ら 構 成 さ れ た 合 金
か ら 成 り 、 あ る い は 又 、 半 導 体 と し て の 硫 化 カ ド ミ ウ ム （ Ｃ ｄ Ｓ ） 、 セ レ ン 化 カ ド ミ ウ ム
（ Ｃ ｄ Ｓ ｅ ） 、 テ ル ル 化 カ ド ミ ウ ム （ Ｃ ｄ Ｔ ｅ ） 、 ガ リ ウ ム 砒 素 （ Ｇ ａ Ａ ｓ ） 、 酸 化 チ タ
ン （ Ｔ ｉ Ｏ 2 ） 、 又 は 、 シ リ コ ン （ Ｓ ｉ ） か ら 成 る 構 成 と す る こ と が で き る 。 尚 、 導 体 と
し て の 微 粒 子 と は 、 体 積 抵 抗 率 が １ ０ - 4 Ω ・ ｍ （ ） の オ ー ダ ー 以 下 で あ る
材 料 か ら 成 る 微 粒 子 を 指 す 。 ま た 、 半 導 体 と し て の 微 粒 子 と は 、 体 積 抵 抗 率 が １ ０ - 4 Ω ・
ｍ （ ） 乃 至 乃 至 １ ０ 1 2 Ω ・ ｍ （ ） の オ ー ダ ー を 有 す る 材 料
か ら 成 る 微 粒 子 を 指 す 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 に あ っ て は 、 有 機 半 導 体 分 子 は 、 共 役 結 合 を 有 す る 有 機 半 導 体 分 子 で あ っ て 、 分
子 の 両 端 に 、 チ オ ー ル 基 （ － Ｓ Ｈ ） 、 ア ミ ノ 基 （ － Ｎ Ｈ 2 ） 、 イ ソ シ ア ノ 基 （ － Ｎ Ｃ ） 、
シ ア ノ 基 （ － Ｃ Ｎ ） 、 （ － Ｓ Ｃ Ｏ Ｃ Ｈ 3 ） 、 又 は 、 （ － Ｃ Ｏ
Ｏ Ｈ ） を 有 す る こ と が 好 ま し い 。 尚 、 チ オ ー ル 基 、 ア ミ ノ 基 、 イ ソ シ ア ノ 基 、 シ ア ノ 基 、

は 、 Ａ ｕ 等 の 導 体 と し て の 微 粒 子 に 結 合 す る 官 能 基 で あ り 、
は 半 導 体 と し て の 微 粒 子 に 結 合 す る 官 能 基 で あ る 。 ま た 、 分 子 の 両 端 に 位 置 す る 官 能 基 は
異 な っ て い て も よ く 、 両 端 の 官 能 基 の 微 粒 子 に 対 す る 結 合 性 は 近 い 方 が よ り 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 具 体 的 に は 、 有 機 半 導 体 分 子 と し て 、 例 え ば 、 構 造 式 （ １ ） の ４ ， ４ ’ － ビ フ ェ ニ ル ジ
チ オ ー ル （ Ｂ Ｐ Ｄ Ｔ ） 、 構 造 式 （ ２ ） の ４ ， ４ ’ － ジ イ ソ シ ア ノ ビ フ ェ ニ ル 、 構 造 式 （ ３
） の ４ ， ４ ’ － ジ イ ソ シ ア ノ － ｐ － テ ル フ ェ ニ ル 、 及 び 構 造 式 （ ４ ） の ２ ， ５ － ビ ス （ ５
’ － － ２ ’ － チ オ フ ェ ニ ル ） チ オ フ ェ ン 、 構 造 式 （ ５ ） の ４ ， ４ ’ － ジ イ ソ
シ ア ノ フ ェ ニ ル 、 構 造 式 （ ６ ） の ベ ン ジ ジ ン （ ビ フ ェ ニ ル － ４ ， ４ '－ ジ ア ミ ン ） 、 構 造
式 （ ７ ） の Ｔ Ｃ Ｎ Ｑ （ テ ト ラ シ ア ノ キ ノ ジ メ タ ン ） 、 構 造 式 （ ８ ） の ビ フ ェ ニ ル － ４ ， ４
'－ ジ カ ル ボ ン 酸 、 構 造 式 （ ９ ） の １ ， ４ － ジ （ ４ － チ オ フ ェ ニ ル ア セ チ リ ニ ル ） － ２ －
エ チ ル ベ ン ゼ ン 、 構 造 式 （ １ ０ ） の １ ， ４ － ジ （ ４ － イ ソ シ ア ノ フ ェ ニ ル ア セ チ リ ニ ル ）
－ ２ － エ チ ル ベ ン ゼ ン 、 あ る い は 、 Bovine Serum Albumin、 Horse Radish Peroxidase、 a
ntibody-antigen を 例 示 す る こ と が で き る 。 こ れ ら は 、 い ず れ も 、 π 共 役 系 分 子 で あ っ て
、 少 な く と も ２ 箇 所 で 微 粒 子 と 化 学 的 に 結 合 す る 官 能 基 を 有 し て い る こ と が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ １ 】
構 造 式 （ １ ） ： ４ ， ４ ’ － ビ フ ェ ニ ル ジ チ オ ー ル
　
　
　
構 造 式 （ ２ ） ： ４ ， ４ ’ － ジ イ ソ シ ア ノ ビ フ ェ ニ ル
　
　
　
構 造 式 （ ３ ） ： ４ ， ４ ’ － ジ イ ソ シ ア ノ － ｐ － テ ル フ ェ ニ ル
　
　
　
構 造 式 （ ４ ） ： ２ ， ５ － ビ ス （ ５ ’ － － ２ ’ － チ オ フ ェ ニ ル ） チ オ フ ェ ン
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構 造 式 （ ５ ） ： ４ ， ４ ’ － ジ イ ソ シ ア ノ フ ェ ニ ル
　
　
　
構 造 式 （ ６ ） ： ベ ン ジ ジ ン （ ビ フ ェ ニ ル － ４ ， ４ '－ ジ ア ミ ン ）
　
　
構 造 式 （ ７ ） ： Ｔ Ｃ Ｎ Ｑ （ テ ト ラ シ ア ノ キ ノ ジ メ タ ン ）
　
　
　
構 造 式 （ ８ ） ： ビ フ ェ ニ ル － ４ ， ４ '－ ジ カ ル ボ ン 酸
　
　
　
構 造 式 （ ９ ） ： １ ， ４ － ジ （ ４ － チ オ フ ェ ニ ル ア セ チ リ ニ ル ） － ２ － エ チ ル ベ ン ゼ ン
　
　
　
構 造 式 （ １ ０ ） ： １ ， ４ － ジ （ ４ － イ ソ シ ア ノ フ ェ ニ ル ア セ チ リ ニ ル ） － ２ － エ チ ル ベ ン
ゼ ン
　
　
　
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
［ 基 体 の 表 面 処 理 ］
　 第 １ の 手 段 は 、 基 体 と 金 ナ ノ 粒 子 と の 相 互 作 用 を 考 慮 し た 手 段 で あ る 。 自 己 組 織 化 に よ
っ て 金 ナ ノ 粒 子 の ２ 次 元 様 の 構 造 を 形 成 さ せ る 際 、 金 ナ ノ 粒 子 と 基 体 と の 相 互 作 用 が 重 要
と な る 。 金 ナ ノ 粒 子 の 表 面 状 態 は 、 主 に そ の 表 面 を 被 覆 し て い る 保 護 膜 を 構 成 す る 分 子 の
性 質 に よ っ て 決 定 さ れ る 。 そ れ 故 、 様 々 な 保 護 膜 を 有 す る 金 ナ ノ 粒 子 、 例 え ば 表 面 に 疎 水
性 を 有 す る 保 護 膜 （ 保 護 膜 を 構 成 す る 分 子 が 例 え ば ア ル キ ル 基 を 有 す る も の ） が 形 成 さ れ
た 金 ナ ノ 粒 子 を 用 い 、 あ る い は 、 表 面 に 親 水 性 を 有 す る 保 護 膜 （ 保 護 膜 を 構 成 す る 分 子 が
、 例 え ば 、 ア ミ ノ 基 あ る い は 水 酸 基 を 有 す る も の ） が 形 成 さ れ た 金 ナ ノ 粒 子
を 用 い 、 更 に は 、 微 粒 子 を 含 む 溶 液 か ら 成 る 薄 膜 を 形 成 す る 前 に 基 体 の 表 面 処 理 を 行 う こ
と で 基 体 の 表 面 状 態 を 最 適 化 し 、 金 ナ ノ 粒 子 及 び 基 体 の 振 る 舞 い を 変 え る こ と が で き 、 キ
ャ ス ト 法 の 実 行 に 最 も 適 し た 条 件 を 得 る こ と が 可 能 と な る （ T. Teranishi, et al., Adv.
 Mater., 2001, 13, 1699 参 照 ） 。 こ こ で 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 か ら 成 る 基 体 の 表 面 を 親 水 化 処 理 す
る 場 合 、 プ ラ ズ マ ア ッ シ ン グ 処 理 や 、 ピ ラ ン ハ 溶 液 処 理 、 酸 素 プ ラ ズ マ 処 理 、 Ｕ Ｖ － オ ゾ
ン 処 理 に よ る 水 酸 基 の 導 入 を 挙 げ る こ と が で き る 。 一 方 、 Ｓ ｉ Ｏ 2 か ら 成 る 基 体 の 表 面 を
疎 水 化 処 理 す る 場 合 、 例 え ば 、 末 端 に 疎 水 基 を 有 す る 処 理 剤 （ 例 え ば 、 ヘ キ サ メ チ ル ジ シ
ラ ザ ン ［ （ Ｃ Ｈ 3 ） 3 Ｓ ｉ Ｎ Ｈ Ｓ ｉ （ Ｃ Ｈ 3 ） 3 ］ 、 オ ク タ デ シ ル ト リ ク ロ ロ シ ラ ン ［ Ｃ 1 8 Ｈ

3 7 Ｓ ｉ Ｃ ｌ 3 ］ ） に よ る 表 面 処 理 を 行 え ば よ い 。

(6) JP 2005-210107 A5 2007.9.27
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